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年3～4回の会議

情報交換、部会への提案、そして実践



がん相談支援実務者会議ワーキンググループの活動（2009年～）

最初の課題 がんの在宅医療の実態を把握しよう！
→訪問看護ステーションの機能についてアンケート調査
がん相談支援センターに関する質問項目も加えた（2010年）

利用して役に立ったか？
・相談がしやすく次へ繋がった
・参考になる情報をもらえた

利用したことがない理由
・利用する機会がなかった
・何を相談したらよいのかわからなかった
・誰が対応するのかわからなかった

広報活動の必要性を痛感
・がん相談支援センターについて
知ってもらうこと

・顔の見える関係づくり、情報交換

配布数104件
回答数 79件
回答率 76%



広報活動に向けて

ポスター・
リーフレットの作成

パワーポイントの作成



2011年度

•訪問看護ステーション ３地区 74人

•介護保険関連事業者 1地区 70人

2012年度

•訪問看護ステーション １地区 25人

•介護支援専門員協会 ８地区 205人

•真庭の終末期医療を支える会 ６０人

2013年度
•介護支援専門員協会

•民生委員、愛育委員等…さらに輪を広げて

出前広報活動

参加者
14か所
434人



倉敷健康福祉まつり
いきいきフェスティバルに参加（201２年１０月２１日）

お揃いのウィンド
ブレーカ—を着て
PR活動を行ない
ました！



広報活動を行なって

・一医療機関ではできない、広域で多様な活動ができた
・活動により拠点病院相談員同士の関係づくりができた
・活動を楽しめた

◇協働作業による効果

◇広報活動による効果

・相談支援センターの役割を知ってもらうことができた
・顔の見える関係づくりができた

→病院を身近に感じてもらうことができた
・地域の状況、課題を理解することができた


